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組織と運営

T-PIRCの役割と目的

委員長（センター長)、副センター長、遺伝子実験センター長、研究部門長、
ユニット長、センター長指名教員、関連４系長推薦教員で構成

センター長、副センター長、遺伝子実験センター長、研究部門長、ユニット長、外部委員

センター長、教授（16名）、准教授（11名）、講師（1名）、助教（13名）、事務・技術職員（19名）
（平成29年10月現在）

【共同利用教員】生命環境系、数理物質系、人間系、医学医療系、他
【博士課程学生】生命環境科学研究科、人間総合科学研究科、数理物質科学研究科、他
【修士課程学生】生命環境科学研究科、人間総合科学研究科、教育研究科、他
【学　類　生】　生物学類、生物資源学類、他

江面　浩　2017年（平成29年）～

T-PIRC運営委員会

T-PIRC運営協議会

T-PIRC教職員

研究・教育

歴代T-PIRCセンター長

国内外の関係機関ならびに民
間企業と連携した植物における
イノベーションをもたらす研究、
社会実装を見据えた研究を推
進します。

産官学・共同研究部門

各種オミクスデータを解析し、植
物科学における新知見を集積
するとともに得たデータを活用す
ることで、次世代植物産業創造
に繋がる研究を推進します。

解析部門

遺伝子組換え作物の環境影響評
価に係る基盤構築を進め、次世代
育種技術普及のためのリスクマネジ
メント・アウトリーチ活動を推進します。

形質転換植物
デザイン研究拠点

植物新機能探索を通じて、重要
農業形質から高機能・高付加価
値植物の開発につながる研究
シーズの獲得を行います。

遺伝子実験センター

各種人材育成プログラムを統括し、
センターの研究・業務などの広報活
動、地域社会との協力体制の推進
および地域貢献事業を展開します。

社会連携ユニット

研究部門等が保有する基盤な
らびに設備の維持を行うととも
に、各種研究・教育活動を支援
します。

研究・教育支援ユニット

効率的あるいは持続可能な農
業生産に関わる次世代型農産
物開発・生産・流通研究を推進
します。

次世代農業研究部門

国内外より委託された植物遺伝
資源に関する解析ならびに保存
活動を行うとともに、その利活用
を推進します。

遺伝資源・
国際共同研究部門

このたび国立大学法人筑波大学では、地球規模課題のうち持続的

な社会の実現に向け、フードセキュリティやエコセキュリティ等を支援

する研究開発、産業化支援を推進するために、つくば機能植物イノ

ベーション研究センター（略称T-PIRC）を平成29年4月に開設する

ことといたしました。本研究センターでは、植物における遺伝子機能

解析を精力的に行っている遺伝子実験センターおよびフィールドを活

かした農業研究を推進している次世代農業研究部門を中心として、

海外研究ユニット、民間企業招致による特別共同研究事業、国立研

究開発法人研究所等との研究ユニットを設置しました。これらの研究

ユニットを統合することで、植物バイオテクノロジーと生物資源を基調

とした基礎・基盤研究から応用・開発、社会実装までをOne-Stop 

Shopで行う研究拠点を構築し、食料や資源の安定的確保といった

持続可能な社会の実現に貢献するものであります。また、本研究セン

ターから生み出された先端研究成果や社会実装に向けた各種取り

組みにより、次世代技術を習得した人材育成の促進にも貢献いたし

ます。本研究センターは右記の１センター（共同研究・共同利用研究

拠点を内包）、４部門、２ユニットを構成することで、研究力強化と社

会実装推進を目指すものです。

　本研究センターが基礎・基盤研究から応用・開発、社会実装の加

速化を見据えた研究拠点として益々発展し、わが国および世界の植

物科学にとって重要な研究拠点となれるよう、関係者一同も一層努

力いたしますので、皆様方のこれまで以上の御援助・御鞭撻を賜りた

く、お願い申し上げます。

平成29年4月　つくば機能植物イノベーション研究センター長
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情報発信・アウトリーチ活動等

一般公開、公開講座等

「遺伝子組換え植物を
実際に見てみよう！」

公開講座
植物遺伝資源研究の最前線

バイオeカフェ

教員対象

教員免許状更新講習
技術研修会

関東甲信越大学附属農場協議会
参加大学技術職員対象

教員のための遺伝子組換え
実験教育研修会

「教育目的遺伝子組換え実験」の普及

海外･留学生教育

遺伝資源等の管理やトレーニングコースの開催 留学生教育

-  3 -

附属学校支援「夏休み自由研究お助け隊」 「農場を学ぶ」
中学生対象 （科学技術週間４月） 小中学生対象 （研究室見学、農場研修等）

（生命環境系サイエンスカフェ）（科学技術週間４月）小学生から一般を対象 ～育種から植物分子デザイン研究まで～

海外でのバイオセーフティ教育 「和の心、日本蕎麦」による日本食文化の紹介



遺伝子実験センター

当センターが有する国内屈指の実用植物形質転換技術とそのノウハウ、

国内最大規模の組換え植物育成用の施設（閉鎖系植物栽培室（Ｐ１Ｐ

栽培室）、特定網室、隔離ほ場）を学内外問わず、国内の研究者にご利用

いただいております。今後、さらに拡充していく予定です。

隔離ほ場

P1P栽培室 特定網室

ゲノム編集技術を適用した
アサガオ(白)と野生型(紫)

ゲノム編集技術を適用したトマト

フランス国立農業研究所
ボルドー研究センター

メキシコ国立遺伝資源センター

外部資金で進めている主なプロジェクト

トマト、メロン実用品種に対して国産ゲノム編集技術を適用することで、高機能性、高
品質性をもつ作物の作出を行っています。また、社会受容促進に向けた効果的な手法
に関する検討も行っています。

ライフサイエンス研究の基礎・基盤となるバイオリソース（動物、植物等）について収
集・保存・提供を行う文部科学省のプロジェクトで、遺伝子実験センターが中核機関と
なってトマトリソース整備を実施しています。

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
次世代農林水産業創造技術「新たな育種体系の確立」代表機関

ナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）
トマト中核拠点整備

フランス国立農業研究所(INRA)と植物トマト研究を中核とした「筑波大学-INRA 
BORDEAUXジョイントラボ」を開設し、同研究所の研究者やフランスの学生が常駐し、筑
波大学の教員及び学生との研究交流や国際的に活躍する人材育成を行っています。

研究課題『メキシコ遺伝資源の多様性評価と持続的利用の基盤構築』を通じて、日
本の技術＋メキシコの資源で、世界の食糧供給の安定を目指します。

JST／JICA地球規模課題対応
国際科学技術協力プログラム（SATREPS）日仏ジョイントラボ（TIL）

ナショナルバイオリソースプロジェクトで選抜されたトマト変異体
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遺伝子組換えによる耐塩性ユーカリ（左）とジャガイモ（右）

特定網室におけるユーカリの端塩性評価試験

非組換えユーカリ 組換えユーカリ

果色果実のサイズ 果実の形 花の形

枝分かれ花序の形 葉の表面 葉の形



共同研究の充実とその成果

環境ストレス応答に関する研究 マメ科-根粒菌相互作用 植物体内でのタンパク質発現系 トマトリソース整備 作物重要形質の解析

形質転換法開発 特定網室栽培試験 隔離ほ場栽培試験 生物多様性影響調査 乾燥ストレス耐性評価法の開発

遺伝子組換えシクラメン
（多弁咲シクラメン）

科学リテラシー教材開発

遺伝子実験センターは、平成22年度より文部科学省から全国を対象とする共同利用・共同研究拠点「形質転換植物デザイン研究拠
点」として認定されています。国内の植物科学関連研究コミュニティからの支援のもと、植物遺伝子・遺伝子組換え植物に関する学術研
究の中核研究機関として、わが国の植物遺伝子研究の発展に努めています。さらに平成27年度からの第二期では、本センターをハブと
し、本学が世界各地に展開する海外研究拠点やT-PIRCが研究協定を結ぶ海外研究機関と国内植物科学研究者が共同する国際研究
ネットワークを構築し、わが国発の植物科学研究成果の実用化を推進・支援します。

形質転換植物デザイン研究拠点の実施体制

形質転換植物評価技術開発および管理技術開発に関する共同研究

（5）リスク評価・管理研究部門

形質転換植物研究の情報発信技術開発、形質転換作物の食品安全性、科学リテラシー教育技術開発に関する共同研究

（6）情報発信技術研究部門

形質転換法開発および形質転換体選抜技術開発に関する共同研究

（3）形質転換技術利用研究部門

特定網室や隔離ほ場における形質転換植物の栽培・管理手法の事例構築及び生物多様性影響評価等に関する技術開発

（4）形質転換植物栽培技術研究部門

植物の形態及び代謝を制御する有用遺伝子探索、タンパク質発現に関する共同研究

（1）基礎技術研究部門

ナス科植物等の実験植物系統整備、国際連携による実験植物系統整備、分類や保存法、利用法に関する共同研究

（2）実験植物系統基盤研究部門
基
盤

応
用

情
報
発
信

研究者コミュニティの相互交流を促進するとともに、共同利用・共
同拠点活動の方向性等についての意見や要望を交えた活発な
議論を行っています。

成果報告会･
拠点セミナー

形質転換植物デザイン研究拠点
形質転換植物デザイン研究拠点
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次世代農業研究部門は、T-PIRCが推進するフードセキュリティやエコセキュリティ等を支援する研究開発、産業化支援研究の中でも
フィールドを活かした農業研究を推進する部門です。本部門ではIT・エレクトロニクスを最大限利用した植物工場あるいは農業生産における
ロボットの活用など先端農業はもちろん、生物資源の多様性保全、資源利用の多様化、生物資源の機能性向上を含む次世代の農業を支
えられる長期展望を持った研究を推進します。さらに、生態学や環境科学、あるいは経営学などとの融合研究への展開を目指しています。

次世代農業研究部門

ＡＩロボット温室の開発

野菜や花の品質と生産性を高める先進的な栽培技術の開発のため、ロボットやAIの技

術を取り入れて、幅広い野菜品種に適用可能な栽培省力化AIシステムの開発に取り

組んでいます。 

高機能性雑穀品種の開発研究

ソバを中心とする雑穀研究の歴史を基盤に、ゲノミックセレクションによる多収性品種の

開発、高機能性ソバ・低アレルゲン品種の開発に取り組んでいます。

ほ場用電子連結車両群による精密農業への展開

物資や人を循環輸送するために電子連結車両群を用いて、ほ場の散水や栄養状態、

収穫に関する管理技術の自動取得を行い、VR、AR技術を加えた次世代型精密農業を

支援します。
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農業工学

農業機械をベースとした精
密農業の確立のためにロ
ボット、情報通信技術、
UAV、を活用した情報化と
機械化のための技術開発
研究を行っています。

生産環境農学

作物学、園芸学、育種学
など農学を中心とした学問
体系を基盤として、次世代
型農業を展開するための
基礎的あるいは応用的研
究を行っています。

動物生命科学

畜産学を基盤として、動
物に関する生命現象の
解明とその産業的応用
のための技術開発を
行っています。

境界農学

農場を舞台とした昆虫
科学、ランドスケープ科
学の融合および環境
学、生態学、土壌科学と
結びついた新規性の高
い研究を行っています。



教育･実習等

本部門では、生物多様性条約及び名古屋議定書に基づき、SATREPS

（サトレップス）及びNBRP（ナショナルバイオリソースプロジェクト）を中心

に、様々な遺伝資源の収集・保存・提供を実施し、さらに、国外遺伝資源

アクセスの支援も行っています（要相談）。SATREPSでは、名古屋議定

書に基づき植物遺伝資源ハヤトウリの分譲承認を日本国内で初めて取

得しました。また、NBRPではトマトバイオリソース拠点として、栽培種を始

め矮性品種であるマイクロトム変異体を16,600系統保存し配布体制を

整えています。

遺伝資源・国際共同研究部門

本部門では、主に高性能質量分析装置を用いたメタボローム解析を行い

ます。本解析およびバイオインフォマティクスの融合により、植物の代謝調

節を担う鍵因子の探索や、実用植物および食品等の食味に関わる代謝

物群を明らかにします。また、化合物分離・解析法をオンデマンドでデザイ

ンし、研究対象に適用することで、次世代植物産業創造に繋がる研究を

推進します。

解析部門

当センターが有する研究・技術シーズを社会に還元するために国内外の

関係機関や民間企業と連携して、植物を利用したヒトの健康増進に資す

るバイオマテリアル生産技術の開発や高付加価値野菜のスマート生産シ

ステム開発のような、事業化につながる、事業化に必要な多面的な研究

開発を要する課題に取り組んでいます。

産官学・共同研究部門

当センターでは中高校教員を対象とした人材育成プログラムや高校生、

一般市民を対象としたセミナー、出前授業等を実施しています。社会連携

ユニットではこれら活動の広報を通して、地域社会との協力体制の推進お

よび地域貢献事業をサポートします。

社会連携ユニット

作物、園芸、畜産、農業機械、研究教育、遺伝子実験センターの各グルー

プに教職員を配置し、本研究センターで実施される研究および教育を円

滑に進めるための支援を実施します。

研究・教育支援ユニット

「アセアン横断型グローバル課題挑戦的教育プログラム」および
「ASEAN横断型地球規模課題挑戦的グローバル人材育成プログラム」
在籍留学生対象

専門実地演習IV（学群共通科目） 生物資源フィールド学実習

農林生産に関連した分野の
概要を実体験から理解

生物材料加工学実習

木材加工の基礎の理解および
基本技術の習得

生物生産システム学実習

植物資源ならびに動物資源の生産分野に
関係する専門実習

生物機械工学実習

農業機械全般について学習し、生物生産に
おける機械の必要性を習得

生物資源生産科学実習

農業生産に関係する理論と技術を体系的・
体験的に理解・習得
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各部門紹介



Access Map

遺伝子実験センター
〒305-8572　茨城県つくば市天王台1-1-1
TEL:029-853-6006 FAX:029-853-7723
E-mail:webmaster@gene.tsukuba.ac.jp

T-PIRC農場
〒305-8577　茨城県つくば市天王台 1-1-1
TEL:029-853-2541　FAX:029-853-6205
E-mail:center-jimu@nourin.tsukuba.ac.jp
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つくばテクノパーク
豊里

つくばテクノパーク桜

教員研修センター

●土木研究所

東光台研究団地

研究学園駅

つくば市役所

土浦学園線

至常総

万博記念
公園駅

つくば駅

筑波技術大学●
保健科学部

学園平塚線

土浦北
インターチェンジ

みどりの駅

谷田部I.C. つくば牛久
インターチェンジ

つくばJCT

つくば中央
インターチェンジ ●国立環境研究所

●
産業技術
総合研究所

筑波宇宙センター●

●物質・材料研究機構

●
つくば国際会議場

●つくばエキスポセンター

●国立科学博物館
　筑波研究施設

●
圏央道

荒川沖駅

至水戸

土浦駅

桜・土浦
インターチェンジ

至水戸

至日立

筑波大学

高エネルギー
加速器研究機構

つくばセンターバスターミナル
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西平塚

学園西

学園東

柴崎

●筑波技術大学産業技術学部
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